
東北農業研究（Toboku AgriO・Re8・）31．163－164（1982）

肉用種繁殖雌牛における毛換りの観察
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1　緒　　　　言

家畜の被毛は，その動物の健康状態や資質を表現すると

され，和牛においては審査上も重要視されている。牛の被

毛については毛色・被毛の種類・長さと太さ・密度・毛鮪

と毛球の状態・毛換り・伸長速度・無機成分などについて

栄養や健康状態との関連で報告されている1－3）○綿毛（冬

毛）の脱落すなわち春の毛換り（以下，毛換りと略す）は．

外貌上も判然として肉眼的な観察が可能であり，健康や栄

養状暦との関連が示唆されるが，詳細に調査した報告はな

い。そこで繁殖雌牛の毛換り時期を観察して毛換りの様相

及びそれに関連する要因について検討した。

2　　材料と方法

東北農試において冬期舎飼・夏期放牧により春分娩で子

牛生産する飼養体系の黒毛和種繁殖雌牛約お頭を調査対象

として6か年間4月から8月まで週1回の間隔で綿毛脱落

の状態を記録した。

毛換りの観察方法は，年休左側面を5部位に区分して各

部位ごとの綿毛脱落の程度を肉F艮的に0から10段階に判定

して記録し，各部位の綿毛脱落が5部位の平均で5段階に

達した日付を5月1日の起算日で数値化し，別％毛換り日

（以下，毛換り日と略す）とした。

供試牛には各年次ともコーンサイレージ・乾牧草・配合

濃厚飼料を与え，舎飼期の妊娠末期3か月間の給与水準を

日本飼養標準（1975年版）に示されたTDN給与量に対す

する充足率でそれぞれ70・100・130％水準のL・址・E区

を設定して飼葺した。また分娩後1か月間の飼料給与量は

維持要求量に日量6物の泌乳に要する葦分量を加算して給

与した。

分娩後2及び4題目に体重差法による泌乳量を測定し，

母子牛の体重を毎週定時に測定した。なれ1981年には高

頗高に位置する岩手県畜試外山分場（海抜750†搾）の繁養

牛3品種（黒毛和種・日本短角種・へレフォード種）の毛

換り日も観察して場所及び品種について比較した。
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3　　結果と考察

（11毛換りの様相

綿毛脱落の時期は部位及び個体における差が著しかった。

すなわちト巌も早く脱落し始める部位は頭部・頚部，次い

で背腰部であり，これらの部位では4月中旬ころから外観

上，目に付き始めたのに対し，腹部，特に下腹部の毛換り

が最も渥かった。表1には1976年の各部位ごとの毛換り日

を示した。毛換りの進行は部位ごとの差と共に個体差が著

しく，腹部の場合では5月28日から7月30日の間に分布し

ていた。また綿毛の完全脱落（100％毛換り日）は，50％毛

換り日よりも約罰日遅かった。

表1　各部位の毛換り日（1976年）

部位　　　50％（月／日）　　　100％（月／日）

頭　　44（5／1～7／16）

頸　　47（5／1～7／16）

肩　　66（5／21～8／14）

背　　56（5／14～7／30）

腹　　75（5／28～8／21）

52（5／14～7／23）

55（5／14～7／30）

87（6／18～8／30）

78（6／11～8／21）

106（り9～9／10）

全体　46（5／13～8／1）　74（6／1～8／27）

注．1）1～9産次の繁殖雌牛24頭の観察

2）50％は綿毛の50％が毛換りし，100％は綿毛

が完全に脱落した日でそれぞれ5月1日を起算

日とした日数。

各個体の毛換り日を観察するには．観察が容易で毛換り

の進行も遅い腹部に限定した観察で十分であると考えられ

た。通常，脳は汚れが著しく観察不能であるため除外し，

また綿毛の肉眼的識別が判然としにくい個体もみられた。

（21気温と毛換り日

ほぼ同じ条件で飼養した黒毛和種繁殖雌牛の丘か年間の

毛換り日と1月から5月末日までの日平均気温の積算値を

表2に示した。

毛換り日は年次間で有意な差を示し，積算気温と毛換り

日にはr－0．78（Pく0．05）の相関があった。一万，東北

農誌よりも年平均気温で約3℃低く，特に冬期の寒冷が厳
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しい外山分場の黒毛和種の毛換り日と比較したところ，外

山分場で早い結果を得た。毛換りは温度感作に対する家畜

の適応現象とみられるが，この結果は毛換りが絶対気温の

差よりも飼糞場所に頓化した気温変化に反応することを示

している。

表2　年次別の毛換り日と積算気温

1976　1977　1978　1979 0
0
9089

例　　数　　24

毛換り日　　46

積算気温　411

21　　24

54　　41

2

　

8

2

　

2

3

　

9

2

　

3

2

　

3

2

　

3

227　　302　　577　　404　　361

注．積算気温は1月1日～5月31日の厨川における月
平均気温の積算値（℃）

（3）栄養状態と毛換り日

図1は妊娠末期3か月間の給与水準が70％（L）・100％

（址）・13㈹（Ⅱ）の場合の毛換り日と体重を示し，更に

給与水準の変化に伴うそれらの増減を示した。

6（二ク左）も17（38）

ク6
（23）　　　　6（－28）

図1給与水準による毛換り日と

体重の変化

注．（）内は体重又は体重の増減量（毎）

栄養状態が良好な場合に毛換り日は明らかに早くなる。

更に妊娠末期3か月間の体重増加量と毛換り日には，r－

0・39（Pく0．01）の相関が認められる。栄養状態と毛換り

の関連性は，気温変化と共に皮膚の新陳代謝に関与する主

な要因と考えられる。

（4）泌乳能力と毛換り日

繁殖雌牛の重要な能力である哺育能力は泌乳量との関係

が強い。そこで泌乳量を3水準に区分し，各グループの毛

換り目と妊娠末期の体重増加量を比較して表3に示した。

その結果，特に7．1吻以上を示す泌乳能力の優れたグル

ープにおける毛換り日は，他の2グループよりも有意に早

かった。更に103例の泌乳量と毛換り日にはr－仇37（P

く0．01）の相関があった。妊娠末期の体重増加量と泌乳量

は無関係であることから栄養状態と泌乳量の関係は否定さ

れ・泌乳能力と毛換り日の特別な関連性が注目される。

表3　泌乳量と毛換り日及び体重増加量

泌乳量区分＊　5．9以下　　6．0～7．0　　7．1以上

例　　数　　　32　　　　　32　　　　　39

毛換り日　　50土19A　　46土178　　30土12AB

体重増加量＊＊　36土18　　43土24　　37士23

注．1）＊：分娩後2及び4題目の授乳量（吻／日）

2）＊＊：妊娠末期3か月間の体重増加量（晦）
3）AA間，BB闇　Pく0．01

毛換り日は栄養や気候の影響を受けることを示したが，

各個体の毛換り日は年次間における反復性が高く，その相

関係数は・0・77（Pく0．01）を示した。すなわち．毛換り

日は栄養や環境条件が同じならは各個体によって内因的に

はは決まっていると推察される。また毛換り日を黒毛和種

・日本短角種・へレフォード種繁殖雌牛（いずれも外山分

場）について比較すると．それぞれ13．24，34日であり

品種間差は有意であった。なお日本短角種とへレフォード

唾の毛換りは外軌こおいて黒毛和種ほど判然としなかった。

一方，毛換り日と繁殖能力の関係をみるために4産以上

の連産牛と不妊あるいは噂育能力が劣るため淘汰された牛

の毛換り日を比較すると，連産牛の36土13日に対し淘汰

牛は52±14日を示し，明らかに前者が早い毛換りを示し

た。この結果には栄養や健康状態などの影響も含まれるの

で，単純に繁殖能力として関係づけろことはできないが，

淘汰牛の資質評価が劣り，毛換りも遅いことと符合する。

これらの結果から，肉用種繁殖雌牛の毛換りを観察記録

することは．栄養や健康状態を把握するうえで参考となり，

また泌乳能力をはじめとする能力評価の面でも価値がある

ものと推察される。
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